
小地域福祉活動
新PDCAサイクルのてびき

東久留米市社会福祉協議会 小地域福祉活動推進担当

version  １ 



新ＰＤＣＡサイクル（時計回り）

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

実施計画の作成
➡成果の指標と目標値の設定

事業の実施
➡年間計画の進行管理

ＳＴＥＰ３
上半期 振り返り
当年度 振り返り
➡活動の結果と成果の検証

ＳＴＥＰ４
結果と成果の報告

➡地域住民への報告

（11月）（翌々年3月）

次年度計画予算決定（3月）

（翌年4月）（翌年10月）
（翌々年2月）
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実施計画の作成
ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

実施計画の作成
➡成果の指標と目標値の設定

事業の実施
➡年間計画の進行管理

ＳＴＥＰ３
上半期 振り返り
当年度 振り返り
➡活動の結果と成果の検証

ＳＴＥＰ４
結果と成果の報告

➡地域住民への報告
　情報発信

（11月）（翌々年3月）

次年度計画予算決定（3月）

（翌年4月）（翌年10月）
（翌々年2月）
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STEP１ 小地域福祉活動  実施計画の作成（11月）

「成果」とは
短期、長期を含めて 事業や取り組みの 結果（※）  がもたらす変化や便益。
事業実施後に直接、間接の影響として 市民や関係者に現れてくる
知識・意欲・行動態度・スキルなどの変化。（プラスもマイナスもある）

例【事業】　　 【結果】　　　　　【成果】

　子ども食堂 ➡ 月４回の食事提供 ➡  必要な栄養の摂取、幸福感、孤立感の解消（短期）
　　　　　　　（年４８回）　　　➡ 不安や悩みを話せるようになる、自己肯定感の向上（中長期）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　★最終的に達成したいこと、実現したい未来
　　　　　　　　　　　　　　　　  ➡  近所から騒音や駐輪場所の苦情があった。（予期しない成果）

※  結果 事業や取り組みにより直接生じるもの。
（例：活動回数、期間、参加者数、資料配布数など）
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STEP１ 小地域福祉活動  実施計画の作成（11月）

指標・目標値とは
指標は、事業の結果や成果を、何で測るか を示すもの。
指標を設定することで「達成したいこと」が明らかになる。
計画どおりに事業が行われているか 客観的 に判断ができるようになる。

結果　子ども食堂の実施　　➡　開催回数　　　　　　　➡　毎月８回
結果　子どもの来所　　　　➡   参加人数　　　　　　　➡　20人／回
成果　不安・悩みを話せる　➡　相談できる大人がいる　➡　子どもの３割（聞き取りで把握）

【例】　　内容　　 　➡    指標　　　　　　➡  目標値

目標値とは、達成したい指標の程度を示した値。目標値を設定することで、
初期値との比較が可能になる。
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➀  目標 ： ビジョンと目的の実現につながる翌年度の目標を記入

➁  事業概要 ： 目標にかかる翌年度の取り組み概要を記入

➂  目指す成果 ： 取り組みがもたらす変化や便益、意識や行動の変化、
　　　　　　　　 周囲への影響などを記入

➃  成果につながる活動 ： 具体的な取り組み、成果の把握方法など記入

➄  収入支出（見込） ： 活動に必要な予算を計上

➅  社会資源 ： 活動に関わる資源を記入

⑦・⑧  ビジョンから社会資源、社会資源からビジョンまで流れがつながっ　
　　　 ているかを確認

STEP１ 小地域福祉活動  実施計画の作成（11月）

【成果指標・測定方法 参考サイト】
社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ
アウトカム指標データベース

https://simi.or.jp/tool/outcome_indicators_db
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➀  目標 ： 
　　空き家活用にて地域共生社会の考え方に基づく地域福祉拠点を立ち上
　　げる。また出入り自由な常設カフェの運営委員会を立ち上げる。居場所
　　利用や小さな困りごと解決のための自主組織をつくる。
➁  事業概要 ：
　　・空き家オーナーとの賃貸借契約、リフォーム実施計画作成
　　・拠点候補地域（幸町）キーマンピックアップ、コアスタッフ候補の
　　　確保。拠点準備会を開催し情報・意見交換をする。
➂  目指す成果 ： 
　　・福祉ニーズの把握と運営サポーター（8人）の確保
　　・「我が事」意識の向上（コア、サポーターの70％、聞き取り調査）
➃  成果につながる活動 ： 
　　幸町地区2,500世帯アンケート調査（回答率30％750件）
　　拠点準備会6回、常設カフェのテスト開催（月４回×3か月=12回）
➄  収入支出（見込） ： 
　　収入：100,000円（寄付金）、2,500,000円（社協）
　　支出：2,600,000円（賃貸料、光熱水費、改修費、郵送料ほか）
➅  社会資源 ： 
　　幸町一丁目アパート自治会、ひのき会、幸町五丁目自治会、
　　前沢宿自治会、神明山自治会、一本杉自治会、中部地域包括Ｃ
　　民生児童委員、個人ボランティア、ＦＳ協力会員

小地域福祉活動  実施計画の作成（例）地域福祉拠点立ち上げ・運営
⑦

⑧
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事業の実施（４月～）
ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

実施計画の作成
➡成果の指標と目標値の設定

事業の実施
➡年間計画の進行管理

ＳＴＥＰ３
上半期 振り返り
当年度 振り返り
➡活動の結果と成果の検証

ＳＴＥＰ４
結果と成果の報告

➡地域住民への報告

（11月）（翌々年3月）

次年度計画予算決定（3月）

（翌年4月）（翌年10月）
（翌々年2月）
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STEP２ 事業の実施 年間計画の作成（２・３月）

年間スケジュールの作成
実施計画で定めた「３.目指す成果」にかかる「４.成果につながる活動」
を 一年の間でいつ（どのように）実施するか  地域担当内で話し合い、
共有する。
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□ 年間スケジュールに定めた時期に活動が実施できているか。
□ 目指す成果につながる活動（結果）になっていたか。
□ そもそも実施されていない、別の活動が実施されている場合など、
　 労力や時間を どの活動に費やすのか 担当内で検討・共有したか。
□ 予期した成果につながっていたか。予期していなかったことは何か。
　（プラスの成果とマイナスの成果の両方を確認する）

STEP２ 事業の実施 （４月～）

プロセスの管理（確認すること）

計画は一つの仮説ですが活動をすすめる拠り所です。計画を大切にしつつ、
計画外のこともあり得ることを前提に柔軟性をもって取り組みます。
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振り返り  上半期・下半期（10月・２月）

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

実施計画の作成
➡成果の指標と目標値の設定

事業の実施
➡年間計画の進行管理

ＳＴＥＰ３
上半期 振り返り
当年度 振り返り
➡活動の結果と成果の検証

ＳＴＥＰ４
結果と成果の報告

➡地域住民への報告
　情報発信

（11月）（翌々年3月）

次年度計画予算決定（3月）

（翌年4月）（翌年10月）
（翌々年2月）
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□ 計画通りに活動を実施、結果がでたか。
□ 活動の結果、生み出された成果はなにか。
　（予期してなかったプラスの成果とマイナスの成果も確認する）
□ 重視していた成果は、どの活動によって、どの程度生じたか。
　（計画で定めた成果の指標と目標値を基に活動の意義を確認する）
□ 来期に向けた学びは何か。

STEP３ 上半期・下半期 ふりかえり（10月・２月）

活動の結果と成果の検証

「今後どのような行動をすべきか」を未来志向でフラットに考えるため、
「地域担当職員セルフチェックシート」を用いた評価を担当内で共有します。
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STEP３ 上半期・下半期 ふりかえり（10月・２月）

活動の結果と成果をまとめる
（例）令和５年度  西部地域 小地域福祉活動 実施計画より

各活動の結果と関わる市民や関係機関等に対して、アンケートや聞き取りなどを
実施し、成果を収集（次ページ以降参照）してまとめます。
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STEP３ 上半期・下半期 ふりかえり（10月・２月）

成果の収集方法➀
観察・立ち話

活動をすすめながら、現場で関係者を観察したり、何気ない立ち話の中から
成果を収集する。

休憩中、
隣の人同士で
おしゃべりが

盛り上がっている

会場の片づけなど
声をかけあって
協力している

帰ったら家族で
どこに避難するか
話し合おうと思う

久しぶりに会えて
よかった。近くに

いったら声かけるね

観察（目で見る） 立ち話（耳で聴く）
（例）懇談会の場合
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STEP３ 上半期・下半期 ふりかえり（10月・２月）

成果の収集方法➁
インタビュー・アンケート

インタビュー アンケート
〇対象者の心理的な変化などを
　把握する際に実施する。
〇誰にインタビューするのか
　よく検討する。
〇リラックスして過ごせ
　る時間をつくる。

〇実施に時間と労力がかかるため、
　必要性を確認する。
〇調査した結果が課題解決に向　
　けた行動につながるように
　内容や設問を設定する。
〇自由回答など定性情報も属性
　でまとめて数値化を図る。

16 / 28



成果の収集方法➂
グループインタビュー・ワークショップ

STEP３ 上半期・下半期 ふりかえり（10月・２月）

お互いの意見やエピソードに刺激を受けて思考が進み
個別では出てこなかった声がでてくることがあります。
（想定していなかったこと、マイナスの成果も出し合う）

地図上で道があっても
災害時は通れなくなる
のではと不安を感じた




初参加の人と会って、
親しくするきっかけに
なるとは思わなかった

大人だけではなく、
小・中学生たちも

巻き込んでできると
お互いに見守りになる

（例）防災まち歩きの場合
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定性的・定量的手法の特徴
STEP３ 上半期・下半期 ふりかえり（10月・２月）
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結果と成果の報告（３月）
ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

実施計画の作成
➡成果の指標と目標値の設定

事業の実施
➡年間計画の進行管理

ＳＴＥＰ３
上半期 振り返り
当年度 振り返り
➡活動の結果と成果の検証

ＳＴＥＰ４
結果と成果の報告

➡地域住民への報告
　情報発信

（11月）（翌々年3月）

次年度計画予算決定（3月）

（翌年4月）（翌年10月）
（翌々年2月）
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報告は  誰のため 何ためにするか
STEP４ 結果と成果の報告（３月）

活動のプロセスと得られた成果による学びを、次の動きにつなげていく

役職員への報告、
意思決定への活用

情報発信と新たな参加協働
（巻き込み）に活用する。
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成果報告としてまとめる（５つの基本構成）
STEP４ 結果と成果の報告（３月）

１ 活動実施の背景・目的
地区内のどのような福祉ニーズ、課題の解決を目指したのか。

２ 実施した活動の全体像
ニーズや課題に対してどう取り組み、どんなステップで課題解決に至ると考えたか。

３ 活動内容と結果・成果
具体的に取り組んだこととその結果、もたらされた成果は何か。

４ 成果の指標・目標値に関するデータ分析、成果による貢献度
成果を達成したと言える根拠をまとめる。

５ 振り返りのポイント
評価結果からの学び、今後の改善のための教訓は何か。
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成果報告例
STEP４ 結果と成果の報告（３月）

〇令和３年度 地域協働事業（住みよいまち弥生）実施報告書
　社協HP  地域福祉コーディネーター配置事業

https://www.higashikurume-shakyo.or.jp/csw.html

〇文京区こども宅食プロジェクト
　第４期（2020.10～2021.9）インパクトレポート
https://kodomo-takushoku.jp/archives/5519
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情報発信と新たな参加協働の促進
STEP４ 結果と成果の報告（３月）

活動の写真・動画も活用して、改善点を次の動きに活かす。
多様な関係者と共有し、理解者や支援者の輪を広げる（巻き込む）こと。

（例）地区お祭りの成果報告

道具はあるから
お祭り以外に親子で
できる餅つきとか
楽しいのでは！






子どもたちに自然と
挨拶できるようになった。
子どもスタッフも募って

やってみよう！



自治会で寄付を集めたら
子ども向けの景品が充実

して、さらに集まる
のではないか。




地域住民自治会長関係団体
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組織文化の醸成・ガバナンスの構築
新PDCAサイクルの基盤となる要素

個々の役職員の価値観が、行動規範・判断規範として融合して
形成されたもので、組織の中で共有化されていくもの

〇 組織文化とは

〇 組織文化を醸成する意義
・進む方向性 や 価値観 が明確になる。
・期待されている行動規範 が明確になる。
・物事に対する 判断基準 が明確になる。

・自主的に判断し、意思決定や行動が速くなる
・伝達が円滑に。認識のすり合わせが容易になる
・エンパワメントされ、創造性が増す

★要確認「小地域福祉活動の更なる推進のためのてびき」
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組織文化の醸成・ガバナンスの構築
新PDCAサイクルの基盤となる要素

組織全体の方向性、有効性、監督機能、説明責任が果たされる
ようにするための仕組みやルール、体制のこと

〇 ガバナンスとは

〇 ガバナンスを構築する意義
・持続的な取り組みと適切な意思決定により、ビジョンや目的を実現することにつながる。
・見える化→共通認識→合意形成→意思決定のプロセスを得ることで、担当職員の納得感、

信頼感が醸成される。
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関わりの輪を外にも広げていく
醸成していく組織文化とガバナンスを礎にして

２D ３D
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新ＰＤＣＡサイクル（時計回り）を
まず地域担当で続けつつ、
慣れてきたら地域住民も
巻き込んで ともに計画
づくりから始めましょう。
小地域福祉活動による成果を
見える化する仕組みをきっかけに
理解者や協力者を広げましょう。
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発行　令和５年３月  version １   
作成　社会福祉法人東久留米市社会福祉協議会 

　東京都東久留米市滝山4-3-14  わくわく健康プラザ２階
　TEL  042-471-0294

小地域福祉活動  新PDCAサイクルのてびき




